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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

５
月
２
２
日
、
厚
生
労
働

省
は
２
０
２
５
年
度
の
毎
月

勤
労
統
計
調
査
（
確
報
）
を

発
表
し
ま
し
た
。 

物
価
変
動
を
反
映
し
た
労

働
者
１
人
当
た
り
の
実
質
賃

金
は
前
年
度
比
０･
５
％
減

で
、
４
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

で
し
た
。 

実
質
賃
金
と
は
、「
も
ら
っ

た
給
料
が
、
実
際
に
ど
れ
だ

け
物
を
買
え
る
か
」
を
表
す

も
の
で
給
料
（
名
目
賃
金
）

が
上
が
っ
て
も
、
物
価
も
そ

れ
以
上
に
上
が
る
と
、
生
活

は
楽
に
な
り
ま
せ
ん
。 

名
目
賃
金
で
あ
る
現
金
給

与
総
額
は
前
年
度
比
２･

５
％
増
の
３
５
万
７
９
７
９

円
で
し
た
が
、
消
費
者
物
価

指
数
は
同
３･

０
％
上
昇
し

ま
し
た
。
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
と
は
、
私
た
ち

が
普
段
買
う
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
値
段
が
、
全
体
と
し
て

ど
れ
く
ら
い
変
わ
っ
た
か
を

示
す
数
字
で
す
。 

例
え
ば
、
食
品
・
電
気
代
・

ガ
ス
代
・
ガ
ソ
リ
ン
代
・
家

賃
・
外
食
な
ど
の
価
格
を
ま

と
め
て
調
べ
、「
去
年
よ
り

何
％
上
が
っ
た
・
下
が
っ
た
」

を
表
し
ま
す
。 

 

消
費
者
物
価
指
数
「
３
％

上
昇
」
と
は
、 

生
活
に
必
要

な
も
の
の
値
段
が
平
均
で

３
％
上
が
っ
た
、
と
い
う
意

味
で
す
。
つ
ま
り
、
給
料
が

２
％
ア
ッ
プ
で
も
物
価
が

３
％
ア
ッ
プ
の
場
合
、
実
際

の
買
え
る
量
は
減
る
た
め
、

「
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
」

と
な
り
ま
す
。 

２
０
２
２
年
頃
か
ら
食
品

や
日
用
品
な
ど
を
中
心
に
物

価
が
上
が
り
は
じ
め
、
現
在

も
物
価
高
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
春
闘
で
は
労
働

組
合
が
「
物
価
高
に
負
け
な

い
賃
上
げ
」
を
求
め
て
交
渉

を
行
い
、
大
手
企
業
な
ど
は

満
額
で
回
答
を
行
っ
て
い
ま

す
。 連

合
が
発
表
し
た
２
０
２

６
春
季
生
活
闘
争
の
第
１
回

回
答
集
計
結
果
で
は
、
賃
上

げ
率
は
５
・
２
６
％
と
な
っ

て
い
て
、
前
年
同
時
期
（
５
・

４
６
％
）
よ
り
０
・
２
０
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
た
も
の
の
３

年
連
続
で
５
％
を
超
え
て
い

ま
す
。 

２
０
２
５
年
度
の
毎
月
勤

労
統
計
調
査
は
、
昨
年
の
賃

上
げ
が
反
映
さ
れ
た
も
の
に

な
り
ま
す
が
、
賃
上
げ
率
が

５
％
を
超
え
て
も
「
実
質
賃

金
は
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
こ

と
は
賃
上
げ
が
物
価
高
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
で
働

く
社
員
の
賃
上
げ
率
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
５
月
の
給
与
か

ら
２
６
春
闘
で
組
合
が
獲
得

し
た
と
言
え
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
（
ベ
ア
）
分
が
基
本
給
に

反
映
さ
れ
、
正
社
員
は
今
月
、

基
本
給
の
１
・
９
％
の
金
額

が
４
月
分
も
含
め
て
加
算
さ

れ
て
い
ま
す
。 

ベ
ア
と
は
、
労
働
者
の
基

本
給
の
水
準
を
上
げ
る
こ
と

で
す
。 

 

今
回
の
ベ
ア
は
、
基
本
給

の
１
・
９
％
な
の
で
、
基
本

給
が
低
い
社
員
は
金
額
が
低

く
な
り
、
基
本
給
が
高
い
世

代
ほ
ど
金
額
が
高
く
な
り
ま

す
。 一

方
、
定
期
昇
給
が
基
本

給
に
反
映
さ
れ
る
の
は
７
月

の
給
与
か
ら
で
４
月
分
か
ら

遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
定

期
昇
給
は
、
基
本
的
に
毎
年

号
俸
が
４
号
俸
上
が
る
こ
と

で
す
が
、
４
号
俸
上
が
る
こ

と
に
よ
る
基
本
給
の
上
昇
幅

（
金
額
）
は
号
俸
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
ま
た
地
域
基

幹
職
と
一
般
職
で
も
金
額
に

大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
一

般
職
で
は
定
期
昇
給
が
１
０

０
０
円
未
満
の
世
代
も
あ
り

ま
す
。
定
期
昇
給
に
よ
る
金

額
が
１
０
０
０
円
未
満
と
言

う
こ
と
は
、
春
闘
に
よ
る
ベ

ア
が
無
け
れ
ば
、
給
料
が
１

０
０
０
円
未
満
し
か
上
が
ら

な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
一

方
、
基
本
給
が
高
い
高
齢
の

世
代
で
も
定
期
昇
給
は
原
則

５
５
歳
ま
で
し
か
行
わ
れ
な

い
（
定
期
昇
給
打
ち
切
り
）

の
で
、
５
６
歳
以
上
は
ベ
ア

獲
得
分
し
か
給
与
は
上
が
り

ま
せ
ん
。 

２
６
春
闘
で
日
本
郵
政
グ

ル
ー
プ
、
と
り
わ
け
日
本
郵

便
で
は
会
社
か
ら
厳
し
い
回

答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
正
社

員
に
関
し
て
は
定
期
昇
給
実

施
、
ベ
ア
１
・
９
％
は
あ
っ

た
も
の
の
一
時
金
は
昨
年
よ

り
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
ヶ
月
分

で
し
た
。 

一
時
金
の
０
・
３
ヶ
月
分

削
減
の
影
響
は
大
き
い
で
す
。

こ
の
た
め
、
ベ
ア
で
の
上
昇

分
を
含
め
て
も
一
般
職
や
若

年
層
な
ど
基
本
給
が
低
い
世

代
な
ど
は
、
年
収
ベ
ー
ス
で

は
賃
上
げ
ど
こ
ろ
か
賃
下
げ

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
非
正

規
社
員
に
関
し
て
は
時
給
ア

ッ
プ
な
ど
の
賃
金
改
善
は

「
ゼ
ロ
回
答
」
で
し
た
。 

 

日
本
郵
便
で
は
、
多
く
の

社
員
は
賃
金
が
上
が
っ
た
実

感
よ
り
、
物
価
高
に
よ
る
生

活
負
担
の
重
さ
の
方
が
強
く

感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

今
回
の
調
査
結
果
は
５
％

程
度
の
賃
上
げ
だ
け
で
は
生

活
改
善
に
は
つ
な
が
ら
ず
、

物
価
上
昇
を
上
回
る
継
続
的

な
賃
金
改
善
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
物

価
高
が
続
く
中
、
実
際
に
生

活
が
楽
に
な
る
賃
金
水
準
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４６４８ 

`26 年5 月26 日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


